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はじめに 

 現在日本では人口減少・高齢化社会が問

題になっており、日本国内の各地方都市で

は持続可能性を目標としたコンパクトシテ

ィ政策が行われている。日本国内ではコン

パクトシティ先進地域として富山市が挙げ

られる。都市に人を集積させることによっ

て、人口減少・高齢化において懸念される課

題を解決しつつ、生活を向上させ環境問題

に取り組み、地域経済を循環させ都市を持

続可能にする効果が期待されている。 

 

青森市 

1999 年に青森市は都市計画マスタープ

ランに「コンパクトシティの形成」を掲げ

て、コンパクトシティにいち早く取り組ん

だことから日本国内ではコンパクトシティ

の先進都市といわれている。都市全体をコ

ンパクトにすることによって、雪対策がし

やすいまちになり移動が簡易化になる。そ

の為、高齢者弱者にとっても移動しやすく

なる。また、まちをコンパクトにすることに

よって、お互いを助け合うことができるこ

とから災害への意識を高くすることができ

るのではないかと考えた。また、鉄道、バス

等の公共交通ネットワーク化により効率的

に移動ができ、快適な都市環境の形成を目

指していることから自然にまちの機能が集

約したことから『自然集約型コンパクトシ

ティ』なのではないかと考えた。 

 

 

 富山市 

富山市は 2003 年に策定された「商業復興

ビジョン」に」基づき各施策を展開したが、

商業者を取り巻く環境は変化することがな

かった,が、2014 年に予定されていた北陸新

幹線の開通により広域的な交流になること

や、富山駅高層化による南北の一体化によ

る新たな人の流れが生まれる可能性から、

富山市は自律的な商業振興や基盤強化及び

コンパクトなまちづくりの基本とした「富

山市商業振興・活性化プラン」を 2012 年に

策定した。この計画における都市像として

「人・まち・自然が調和する活力都市とや

ま」を掲げた。一定水準のレベルを「串」と

し、その串で結ばれた徒歩圏を「お団子」と

した都市構造を目指した。 

 

 柏市 

柏市は 2000 年に都市計画が発表され、

2005 年につくばエクスプレス開通に伴い

翌年の 2006 年にららぽーと柏の葉キャン

パスが開業し、集合住宅が建設された。2014

年に都市の機能を集約させた「ゲートスク

エア」をオープンした。2010 年には千葉県、

柏市、三井不動産、東京大学、千葉大学の

公・民・学が連携してまちづくりが行われて

いる。また、柏の葉キャンパスには 3 つの

テーマがあり、「新産業都市」、「健康長寿都

市」、「環境共生都市」、 

の 3 つのテーマにしまちづくりを行ってい

る。 

 

 見附市 

 見附市は都市計画マスタープランに

「住みたい 行きたい 帰りたい 優しい



絆のまち」を掲げ 2006 年に「第 4 次見附市

総合計画」が策定された。元気や活力元気や

活力、ぬくもりを生かし誰もが生きがいと

考え、住んでいるだけで健康で幸せになれ

るまち「ウェルネスみつけ」を未来像として

掲げ、高齢者や介護が必要な人達に自立し

て生活を送ることができる「地域包括シス

テムの構築」を基本方針とした。見附市で

は、マイカーを利用する人が多いことから

公共交通機関が減少傾向であった。そのた

め、バスが廃線され自動車を利用できない

住民の増加が問題となった。他にも、他の市

の拠点、交流施設、商業施設を結ぶ公共ネッ

トワークを強化などが問題視された。そこ

で、2008 年から「見附市総合計画」に基づ

き地域交通活性化、再生事業を利用しコミ

ュニティバスの運行やデマンド型乗り合い

タクシーといった地域交通網を形成した。 

 

 総括 

 コンパクトシティ戦略を行う都市に赴き、

取材やフィールドワークを通し、新たなコ

ンパクトシティ像について様々なコンパク

トシティの在り方について考え、自分達で

形・型に当てはめていった。 

青森市『自然集約型コンパクトシティ』 
市や行政が意図しない形で自然にコンパク

トなまちづくりが形成されていたケース 

 

富山市『拠点集中型コンパクトシティ』 
中心地街地を設定し、その周辺に対して都

市の諸機能を集積させたケース 

 

柏市『都市近郊 ICT 型コンパクトシテ
ィ』 

都市とのネットワークが結ばれており、最

新技術を用いてコンパクトなまちづくりを

行っているケース 

見附市『他エリア連動移住型コンパク

トシティ』 

中心市街地に様々な諸機能の集積、活性化

を行わずに周辺地域とのネットワークをつ

なげ、ベットタウンとしての役割を担い、生

活利便性を重視したケース 

このように、地方都市ごとに抱えてい

る問題・課題が必ずしも同じとは限ら

ず、対処方法もさまざまであることが

分かった。各地方都市における課題に

適した取り組みを行う必要があり、地

域の特徴・個性を生かすことが最も重

要になるのではないか。 

 

 

 
 


